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当別町一体型義務教育学校基本構想の独自基準について 

１、独自基準に至った経緯                                                                

【目指す学校像】 

２、「少人数学級」 と 「少人数指導」                                         

（１）一般的な「少人数学級」と「少人数指導」                                                                

◆少人数学級とは 

◆少人数指導とは 

（２）「基本構想時の独自基準における少人数学級」と「北海道基準に基づく現在の当別型複数指導体制」 

基本構想時の独自基準における 

少人数学級 

北海道基準に基づく 

現在の当別型複数指導体制 

双方、体制は異なるもの『少人数によるきめ細やかな指導を行う』目的は同じである。 

資 料  ２ 
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（３）「少人数学級」に取り組んだ自治体                                          

 
◆きっかけや手法が異なるものの、「個に応じたきめ細やかな指導」 を目的とした取組みは変わらない。            

 

【清水町】                                                                                            

子どもの人数を少人数化

ゆとりと落ち着きのある授業が可能

クラスの人数が少ない事で「対話を重視した授業」の効果が限定される

【当別町】                                                                                                     

指導者を増やして授業のサポートを行う

クラスの人数が多い事で「対話を重視した授業」の充実が可能

当別町の課題 

１、教室の狭さ 

今後、当別町の教育を進めるうえで ⇒『教室の広さ』、『教職員のサポート強化』  

２、幼保小との接続 
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３、当別町における児童・生徒の推移と教育体制                                  
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４、北海道内の状況                                                  

＊市町村単独で費用を負担して教職員を配置している自治体（小学校のみ） 

自治体数 9 市町 １０市町村

学校数 １５校 ２３校

＊北海道の動き  

 

 

５、検討結果                                                                       

◆当別町一体型義務教育学校基本構想による学級編制における当別町独自基準について 


